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岩手県経営者･協会

（日本銀行・大山）

２．変革する日本経済

リーマンショック後の日本の生産HMI向

・日本の製造業は、海外シフト傾向。これ以上は生産水iillあがらない。

－リーマンショックで半減、その後８刺程度厳で特適して頭打ち。

○

変革する日本経済と今後の企業経営のあり方
これまで（過去の円商局而）との進い

・技術（人、中古機械）が海外に流出している点で大きな逸し､。

－中国から人材派適業者へ依頼。日本企紫の人余り対応（１年契約)。
－中古機械の値段は１－２割、メンテ務込みで４荊穏腱の値段。
半導体などクリーンルームにあったものは、新品並みの品質。

・日本の産業競争力には、轆国ウォンの勵向が1K要。

○

Ｌ跣擬の現状

Ｏ景気回復のメカニズム

・生産燗→所得lIi→硝弼燗→住宅底入れ｡足群､非製造業の厩用も拡大。

,各種指標が２年振りの水珈。 ○束アジア賭国の台頭

・産業商度化は、時代の宿命。

－新興国はどんどん発展している.各国が吹存に追いついてくる。
－勉気槻械における、鯨国製品との鰄合。
－中国のプレゼンスが急上昇中。

・東アジアと同じ物を作ったら、獺アジア並みの所得になってしまう。

_価格競争に巻き込まれないようにするには？

・新興国の生活水醜上昇Ｉま、世界的な食柵・資源不足をもたらす。

Ｏ秋口からの不透明感

・海外減速、円高、政ｉｉｉ効果切れなど。

・景気拡大の裾野が広がる一方、上流のＩ生産ｊに異変。

・こうした先行き不透明感から、股備投資には慎煎スタンス。

○足肝の持直し機運

・１２月短観は当初想定ほど悪くないし、生産も持直しの動き。

・株価も、蹴気回復期待を先取りする形で、持直し傾向。

・不透明態が払拭されるにつｵL、再び躍気回復軌道に複する可能性大。

－１２月短観の711イント

世界・日本の柵造問題

・世界的な食綱・資源不足と、国際流卯j性の大幅燗ﾉﾘ１１．

－国際商品市況の凋鵬、世界各回におけるバブル的状況

．n本の国憤残商の膨鵬（財政赤字）

．ｎ本の少子iVii齢化・人口減少（市場編'1,,)宿命）

－ｉ１７場をjl1アジブにyl［めていかなくてIｻﾞ!ならないと"jIM11HI意擁。

-ＴＰＩ,の必要性醗鶴

○

鱗師：大山鵬久（日本銀行盛llil]I[務所長）
ＩＩＩｌ１Ｉ,雛年生まれ（5()磯lUIliⅡ５７４ＦＪＩ[打〔大学鵬学M1卒・’1本銀行入行

Ｉ主製略歴】

大藤省経済理鶴研修、鯛在職i１１局エコノミスI．（アジア．、欧米、Ｆｉ１Ｉｊ１金搬1M政）
漸衡局経世分ｲﾘi係長．ir1際金搬グループ長．金搬椴柵局企画役（粟務継続取鰯め）
国際局外IFI為特係授・鯉勝係'篭・脚在役．大藤満財政金髄研究所特別研究官
パリ]１１務所腱Ｈｉ金Ii1険UlMli金融iwi生部総括欲長.総蹄M麺組l繩理担当繩

１１本・世界ともに激凌の時代

－現在のトレンドを伸ばしていくと．中長jil的に行き総謙るのは砿爽。

－北同木銀行佐瀞噸181の年頭所態１日木に残さｵした時ＩＨ１Ｉｊ５～７年｣。

２



■Ｐ□

･相手のニーズを的確に捉えたアプローチ（恋愛上手とl司じ)。

一キーヮーlrliIlHiれ」？３．（フランスから学ぶ）今後の企業経営のあり方

｡いいjlIlI減だが、スピード感。

－「Ｈ木l:1,,品１１１１発までは先行するが、ｉＩ１馴肱大周而で、スピードある

意思決定する鮠国企業に戯けることが多い｣。

－岩手銀行milF[鯛演｢この２～３年が企業の盛衰を決ぬる分水綱の時jWj。

Ｏフランスと岩手の緬似性

・岩手とフランスは、農業密窟朏（回）という点では同じ。

－仏パリから少し郊外に出ると、鵬耕地が広がる農業国（のイメージ)。

－仏はＥＵ最大の展業生寵国、米国に炊く,世界繭二位の農産品輸1,国。

フランス人は外交上手

一腱錐帝函国祇のに、Ｇ５の￣jEi。
（露灘）パリには３つの外交官Ｊ１[ナンバー（大使iii、ＯＥＣＤ・UNESCO）

＿ユニークな発想力、剛盤力（国際磯関のトップにはフランス人多い)。

－賎魏きの大陸鮒国の一興（－腿略の歴史一外交の必要性)。

－リスクヘッジしながら、自己実現。

･世界がl耐れるフランス・ブランドの多くは農業帝産力I】エ品。

フランスの代畿的茄ゴラーンド品とその1m(錘fｉ

Ｏ今後の企業経営のポイント

・日本経涜はこれから激uMIj1jI。`世界の構造喪化をも踏まえつつ、ﾆｵLま
でにない変化が肋れる可能l虫

一今後のjlt気回復局面では、勝ち組と負け組の馴啼が一段と鮮明化？
.もっとも、先端産業も多数存在

一武器、航空槻（ｴｱﾊﾞｽ、ｺﾝｺﾙﾄﾞ)、願子力発晒所、ＴＧＶ、医繋品 ・日本に残っていく産業と、自社の比較優位性の見極め。

－今後のロ木の柱となっていく祠望産業は何か（DM境？バイオ？)。
－中長期的なトレンドには逆らえないことにも研意の要。

Ｏ「ブランド」とは何か

・良品質のものを職別するためのツール､品質笹理による差別化が1%(点。
例１：エルメユ、ルイ・ヴィトン
例２：'1､溜井製臘、アマタケ（食の安全の追求）
例３：ＩＦ1本製品自体が国隙的にはブランド

IWT例研究Ｉミッシュラン社の新規分野への辿出方法

「タイヤ」一IjlU図」-『旅行〃イドホ」－「グルメ木」

･全国レベルの目線で企業戦略を露えていく必嬰

一新たなピジネスモデルを桐鞭するには．Ｊ１!〕;〔とのパイプがjli要。

･価格競争に雑き込寵』Lないために必要なツール。

Ｏフランスから挙用$べきこと

・メリハリを利かせた対応。

－原子力髄ITW;fに麺大巾故なし。
一日木のように全てを完醸にやろうとすると、ポイントが見えなくなる。
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ブランド品 紫材

ワイン ぶどう

シードル りんご

フォアグラ 熟

香水 花びら

チーズ 牛乳

エピアン．ペリエ 勅き水

エルメス、ヴィトン 皮革


